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大学生アスリ}トの日常生括経験について

-T大学体育会アメリカンフットボール部員・野球部員の日常生活経験一
O遠藤 晃弘(東海大学大学院生) 西野 仁(東海大学)

I はじめに

本研究は、試合に勝つことを目的とし、熱心にスポ}ツを行っている、いわゆる大学生アス

リートが、どのような日常生活経験をしているかを明らかにしようと計画した。そのきっかけ

は、大学生アスリートであった本研究者の経験からくる、次のような素朴な疑問による。

「部活動は汗と涙にまみれ青春をかけてやる、とても素晴らしいものであった。その反面、

生活の多くの時間を練習や試合に費やしているため、部活動とそれ以外の活動のバランスをと

ることが容易ではない状況にあったのではないだろうか。J

大学生時代という自由時聞が多い時期を、大学生アスリートのように、スポーツ活動に多く

の時間を費やすことが彼らの生活や気分にどのような影響を与えているのか。その実態を明ら

かにするため、行為者の心理面を含め、生活経験をまとめて捉える ExperienceSampling 

Method(経験標本抽出法、以下 ESMと略す)を用いて、デ}タを収集し、分析することとした。

〔本研究のデ}タは、学校法人東海大学総合研究機構プロジェクト研究「レジャー(ゆとり)

サービスシステムの構築(略称:ゆとりプロジェクト)J で収集したデータの一部を使用してい

る。〕

E 研究の目的

本研究は、大学生アスリ}トの日常生活経験を明らかにすることを目的としている。具体的

には、彼らが「いつJrどこでJr誰と Jr何をしてJrどのような気分j で過ごしているのか全
体傾向を把握し、練習日・オフ目別で比較・検討を加えた。今回は、最初のステップとして T

大学体育会アメリカンフットボール部と野球部に所属する学生からデータを収集した。

盟 研究の方法

1.調査法

研究の目的を明らかにするため、 ESMを用いた o ESMは、人々が日常生活の中でどのよう

な経験をしているかを、その時の主観的な心理状態と合わせて測定するために、 1970年代後

半に北米で Csikszen tmihalyi、Larsonらによって開発された。これは、「いつJrどこでJrだ
れと JrなにをJrどんな気分で」行っているのかをまとめて捉える方法である o 本研究ではそ
の後、 Larson、西野によって、日本人用に修正された ESMを用いた。

具体的には、まず調査協力者 1人に PHSl台と調査票 1冊を配布し、 1週間の調査期間中、

常に携帯してもらった。そして、それぞれの調査協力者に対して PHSの呼び出しを行い、そ

れに気づいた調査協力者に、その時の経験などをできるだ、け早く調査票に記入をしてもらった。

質問項目は「呼び出しを受けた時刻」、「回答を記入した時刻J、「どこにいたのかん「誰といた

のか J 、「何をしていたのか J 、「どんな気分だったか J などである。調査時間帯は、 7:00~22:59

までの間とし、 2時間ごとのランダムな時間に 1回、 1日合計 8回の呼び出しを行った。

76-



2 .調査協カ者

調査協力者は、神奈川県内にある私立 T大学体育会のアメリカンフットボ}ノレ部員と硬式野

球部員の合計 20名である。アメリカンフットボール部と硬式野球部は体育会運動部の中でも

2003年度に好成績を残しており、所属している部員は、研究者が考える典型的な大学生アス

リ}トであると判断した。具体的に、アメリカンフットボーノレ部は、選手 71名から 10名を

選出し、野球部からは調査協力可能な(海外遠征に行っている選手や強化選手を除いた)43名の

選手の中から 10名を選出した。

3.調査期間

調査は、 2004年 7月 1日(木)から 7月 7日(水)の 1週間連続して実施した。この調査期間

中には、大学の特別な行事や、部活の試合などはなかった。

4.議査票

調査察は、①ExperienceSampling Form(経験標本記録表、以下 ESFと略す)、②Experience

Diary Form(一日の経験記録表、以下 EDFと略す)、③Subject'sInformation Form(調査協力

者の情報調査索、以下 SIFと略す)の 3種類を用いた。 ESFと EDFは PHSとともに常に携帯

してもらうため、合わせて 1冊の調査票(B6版程度の大きさ)になっている。 ESFは PHSが鳴

ったら、「いつJrどこでJrだれと Jrなにを Jrどんな気分で」などの質問の答えを記入して
もらうもので、 1日 8回、 1週間で合計 56回の回答ができるようになっている。 EDFは 1日

の終わりにその日の ESFの記入状況を自己評価する項目に答えるもので 1日 1回、 1週間で

合計 7回の回答ができるようになっている。EDFはまた、1日の大まかな流れを書く欄もある o

さらに SIFは調査協力者の性別、学年、学部、趣味、競技レベル、部活動への意識レベノレ、

などの情報を得るためのアンケートで ESM調査前に実施した。

5 .分析

調査票回収後、コード化、スクリ}ニングを行い、 20名 677(78.54%)の日常生活経験のデ

ータについて分析した。分析は統計プログラム SASを用いた。

w 結果及び考察
1 .大学生アスリートはどんな活動をしているか

表 1は、大学生アスリ}トが日常生活でどんな活動をしているかをまとめたものである。ア

メリカンフットボ ~Iレ部のオフ日は日曜日と水曜日で、野球部のオフ日は土曜日であった o 水

曜日と土曜日は、大学では授業が開講されているが「授業j はほとんど報告されなかった。

表 1 どんな活動をしているか

全 体 n=677 練習 日 n=547 オフ 日 n=130 
順位 行動内容 n 国 順位 行動内容 n 出 順位 行動内容 n 見
l 部活動 118 17.4 1 部活動 118 21. 6 1 テレビ・ 7ジオの視腰、 28 21. 5 
2 授 業 90 13.3 2 授 業 88 16.1 2 睡眠・うたた寝 21 16.2 
3 睡眠・うたた寝 89 13.2 3 睡眠・うたた寝 68 12.4 3 食 事 13 
4 テレピ・ラジオの視聴 76 11. 2 4 食 事 53 9. 7 4 コミュエケーション 10 7. 7 
5 食 事 66 9.8 5 テレピ・ラジオの視聴 48 8.8 5 外 出 9 6.9 
6 移 動 41 6.1 6 移 動 34 6.2 5 身の回りの用事 9 6.9 
7 身の回りの用事 34 5.0 7 身の回りの用事 25 4.6 7 娯 楽 8 6.2 
8 コミュエケ}ション 27 4.0 8 家 事 19 3.5 8 移 動 7 5.4 
9 自学・自習 22 3.3 9 自学・自習 18 3.3 9 自学・自習 4 3.1 

10 家 事 20 3.0 10 コミュニケーション 17 3.1 10 読書/運動/野外活動 3 2.3 
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2 .大学生アスリートはどんな場所にいるか

表 2は、大学生アスリートがどんな場所にいるかをまとめたものである。練習日においては、

「学校Jにいることが 48.8%、「寮・合宿所Jにいることが 22.5%、「下宿・アパ}ト Jにいる

ことが 18.1%であったが、オフ日においては「学校Jにいることはほとんどなかった。

表 2 どんな場所にいるか

全 体 n=677 棟習 日 n=547 オフ 日 n=130 
順位 場所 n 施 11隠位 場所 n 気 順位 場所 n 覧

1 学 校 274 40.5 I 点子u，.ー 校 267 48.8 l 下宿・アパート 52 40.0 
2 下宿・アパート 151 22.3 2 寮・合宿所 123 22.5 2 レジャー施設 29 22. 3 
3 寮・合宿所 137 20.2 3 下宿・アパート 99 18.1 3 寮・合宿所 14 10.8 
4 レジャー施設 49 7.2 4 公共の場 21 3.8 4 公共の場 13 10.0 
5 公共の場 34 5.0 5 レジャ}施設 20 3. 7 5 他人の家 9 6.9 

3 .大学生アスリートは誰と一緒にいるか

表 3は、大学生アスリ}トが誰と一緒にいるかをまとめたものである。練習日では「友人 j

といるととが 41.4%、「ひとり J でいることが 36.2%であった。オフ日では「ひとり」でいる

ことが 54.3%、「友人j といることが 37.8%であった。

表 3 誰と一緒にいるか

全 体 n=671 練習日
順位 同伴者 n 話 順位 同伴者 n 
l 友 人 273 40. 7 l 友 人 225 
2 ひとり 266 39.6 2 ひとり 197 
3 その他 91 13.6 3 その他
4 先 生 20 3.0 4 先 生
5 知らない人 13 1.9 5 知らない人
6 家 族 8 1.2 6 家 族

4.大学生アスリ}トはどんな気分でいるか

1)練習日・オフ日の比較

図 1は、 7段階のリッカートタイプの気分得点、の

平均値を練習日・オフ日別でプロットしたものであ

る。

練習日よりオフ日の方が有意に、より“安定

より“幸せ

“リラツクス
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20 
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5 

より“さわやか"な気分であった。特に、“自由"と

“リラックス"の項目で大きな気分の差があった。

-78-

n=544 オフ 日 n=127 

九 順位 同伴者 日 対

41. 4 l ひとり 69 54. 3 

36.2 2 友 人 48 37.8 

15.8 3 その他 5 3.9 

3. 7 4 家 族 3 2.4 

2.0 5 知らない人 2 1.6 

0.9 

気分得点の平均値i

図 1 大学生アスリートの気分(練習日・オフ目別}
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2)主な活動での比較

図 2は、大学生アスリートの頻度が高かった活動

である、「部活動Jr授業Jr睡眠・うたた寝Jrテレ
ビ・ラジオの視聴Jr食事Jについて、気分得点の
平均値をプロットしたものである。

それら 5つの活動を行っている時の気分を比べる

と、「部活動Jは最も“わくわく"するが、“きんち

ょう"して“いそがしい"気分であった。「授業」は

“たいくつ"で“そくばく"されていて“いやな"

気分であった。「睡眠・うたた寝Jrテレピ・ラジオ
の視聴Jr食事」は、あまり“わくわく"はしていな
いが、より“あんてい"、より“じゅう"、より“リラ

ックス"した気分であった。

3)気分の週間パターン

図 3は、大学生アスリートの気分の 10項目を主

成分分析することによって得られた第一主成分(固有

値 4.96、寄与率 49.64%)を総合指標として気分の週

間パターンをまとめたものである。

アメリカンフットボール部員も野球部員もオフ日

は気分がポジティブであり、練習日はネガティブで

ある傾向がみられた。また、土日のオフ日の前日は、

どちらの部員も気分がややポジティブであった。

V まとめ

図 2 大学生アスリートの気分{主な活動別}

大学生アスリートの日常生活経験は、「部活動Jr授業Jr睡眠・うたた寝Jrテレビ・ラジオ
の視聴Jr食事Jといった活動が中心であり、「学校jや「寮・合宿所Jr下宿・アパート」に、
「友人J と一緒か「ひとり j でいることが多かった。練習日は「部活Jや「授業Jを「学校j

で行うことが多かったが、オフ日は授業が開講されているが、「授業Jはほとんど報告されな

かった。「部活動j を行っている時は、わくわくするが緊張して忙しい気分であり、「授業Jの

時は退屈で束縛されていて嫌な気分であった。また、練習日よりオフ日の方が、より自由で、

よりリラックスした気分であり、気分の変化を一週間で見ると練習日はネガティブな気分で、

オフ日はポジティブな気分になるというパターンが見られた。これらのことから大学生アスリ

ートの日常生活経験は練習日とオフ日で大きく異なることが明らかになった。
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